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　第５回定例会が９月３日から27日までの25日間の会期で開催され、令和元年度一般会計補正予算（第２号）
をはじめ、10 月からの保育料無償化に伴う「仙北市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部改正案」、平成 30 年度一般・特別会計決算認定議案など、報告関係１件、条例
関係７件、予算関係３件、決算認定関係 14 件、その他３件、諮問３件の計 31 件が審議されました。議会初
日には、人権権擁護委員３名の人事案が可決されております。
　一般会計補正予算は、冬期交通対策費３億 2,791 万円、辺地対策事業費（大瀬蔵野橋）３億 4,985 万円等
が盛り込まれ、賛成・反対の討論後、可決されました。また、平成 30 年度一般・特別会計決算は、２名の
反対討論後、採決を行い認定されております。
　また、6月定例会から継続審査となっていた、「イージス・アショア秋田市新屋地区配備計画」の撤回を国
に求める請願は、総務文教委員会では採択されましたが、本会議において不採択の討論があり、採決の結果、
賛成８、反対９で不採択となりました。同じ趣旨の議員提案による意見書も２名の賛成討論が行われました
が否決されております。
　一方、新たな過疎対策法の制定に関する議員提案の意見書１件は可決となりました。

令和元年度一般会計補正予算

９
月
定
例
会

承
認
・
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◇仙北市印鑑条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例制定について
◇仙北市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する

条例制定について
◇仙北市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改

正する条例制定について
◇仙北市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例制定について

◇仙北市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関す
る条例の一部を改正する条例制定について

◇仙北市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定
について

◇令和元年度仙北市一般会計補正予算（第2号）

◇令和元年度仙北市集落排水・生保内財産区特別
会計補正予算

◇平成30年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定
◇平成30年度仙北市集中管理・下水道・集落排

水・浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定
◇平成30年度仙北市国民健康保険・後期高齢者医

療・介護保険特別会計歳入歳出決算認定
◇平成30年度仙北市生保内・田沢・雲沢財産区特

別会計歳入歳出決算認定
◇平成30年度病院事業会計決算認定
◇平成30年度仙北市温泉・水道事業会計決算認定
◇辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更に

ついて
○意見書新たな過疎対策法の制定に関する意見書

補正額 8億24万円を可決 累計220億600万円に
10月からの幼保無償化関連予算、
除雪経費、橋梁整備費などを審議

− 9 月定例会−
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議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

市
　
民

ク
ラ
ブ

公
明
党

共
産
党

無
会
派

黒

沢

龍

己

小

林

幸

悦

髙

橋

　

豪

田

口

寿

宜

八
桺
良
太
郎

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

稲

田

　

修

伊

藤

邦

彦

阿
部
則
比
古

荒
木
田
俊
一

小
木
田
　
隆

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

第 71  号 工事請負契約の締結について 9/3 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反
第 80  号 令和元年度仙北市一般会計補正予算（第 2 号） 9/27 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 退 賛 賛 賛 賛 賛 反

第  8 3  号 平成 30 年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定につ
いて 9/27 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反

第 88  号 平成 30 年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について 9/27 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 退 反

第  9 7  号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ
いて 9/27 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 反 賛 賛 反

第  7 1  号 工事請負契約の締結について 9/3 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

請願第 2 号「イージス・アショア秋田市新屋地区配備計画」の
撤回を国に求める請願書 9/27 不採択 反 反 賛 反 賛 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

議 員 提 出
第  5  号

意見書の提出について（秋田県秋田市新屋地区に
イージス・アショア基地を建設し配備する計画の
白紙撤回を求める意見書）

9/27 否決 反 反 賛 反 賛 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

凡例 :賛→賛成、反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 令和元年 第5回 仙北市議会定例会（招集日：9/3　最終日：9/27）

本会議・予算常任委員会　9月定例会で審議された補正予算

冬
季
除
雪
費
は

な
ぜ
補
正
予
算
な
の
か

質
問　

除
雪
経
費
を
当
初
予
算

に
は
計
上
せ
ず
、
補
正
予
算
で
措

置
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。

答
弁　

当
初
予
算
編
成
時
に
、

新
角
館
庁
舎
や
総
合
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
大
型
事
業
に
よ
っ

て
予
算
額
が
過
去
最
大
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
の
当
初
繰
入
額

を
少
な
く
す
る
た
め
、
必
要
最
低

限
の
経
費
の
み
を
盛
り
込
ん
だ
。

9
月
に
は
、
普
通
交
付
税
と
繰
越

金
が
確
定
し
除
雪
方
針
を
勘
案

で
き
る
た
め
、
あ
え
て
通
年
予
算

と
し
て
計
上
し
な
い
判
断
を
し

た
。

交
付
金
の
大
幅
減
額

事
業
へ
の
影
響
は

質
問　

社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
使
っ
た
事
業
費
が
大
幅

に
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
予
定
事

業
へ
の
影
響
を
伺
う
。

答
弁　

国
の
配
分
率
が
38
％
と

低
配
分
だ
っ
た
。
神
代
中
央
線
整

備
や
田
沢
湖
橋
補
修
な
ど
を
は

じ
め
、
市
の
建
設
計
画
の
遅
延
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は

否
め
な
い
。
国
で
は
激
甚
災
害
級

の
復
旧
事
業
費
等
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
財
源
を

通
常
的
事
業
へ
回
せ
な
い
よ
う

で
あ
り
、
今
後
も
好
転
は
見
込
め

な
い
。

幼
保
無
償
化
関
連
の
条
例

改
正
案　

制
度
の
内
容
は

い
か
に

質
問　

幼
保
無
償
化
の
具
体
的

内
容
は
？

答
弁　

10
月
1
日
か
ら
実
施
さ

れ
る
幼
児
教
育
・
保
育
料
の
無
償

化
の
対
象
者
は
、
満
3
歳
以
上
の

子
供
と
、
0
～
2
歳
ま
で
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
子
供
と
な
る
。

多
子
世
帯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
県
の
助
成
と
併
せ
市
が
独
自

で
、
所
得
６
４
０
万
円
以
下
の
世

帯
の
第
2
子
以
降
を
無
償
と
し

て
い
た
た
め
、
0
～
2
歳
児
の
住

民
税
課
税
世
帯
に
対
し
こ
れ
を

継
続
す
る
。
預
か
り
保
育
は
利
用

月
額
１
１
，
３
０
０
円
ま
で
の
範

囲
で
無
償
と
な
る
。

質
問　

副
食
費
を
全
額
助
成
す

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
？

答
弁　

6
月
定
例
会
で
は
副
食

費
に
つ
い
て
保
護
者
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
を
求
め
る
こ
と
と

し
て
い
た
が
、
今
後
も
少
子
化
が

加
速
す
る
現
状
を
踏
ま
え
、
子
育

て
応
援
と
保
護
者
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
満
3
歳
以
降
の
子

供
に
対
し
全
額
助
成
す
る
こ
と

と
し
た
。

主
な
内
容

児童扶養手当給付費 3,378万円 制度改正に伴う給付費の増

教育・保育施設給付費 2,731万円 幼保無償化に伴う施設利用給付費等の追加

冬季交通対策費 3億2,791万円 冬期間の除雪経費

社会資本整備総合交付金事業費 △2億543万円 国の交付金が要望に対して低配分であるための
予算減額

辺地対策事業費 3億4,985万円 橋りょう整備に係る工事費、用地取得費等の追
加（大蔵野橋）
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平成30年度 一般会計決算額
①歳入総額 208 億 3,810 万円　　②歳出総額 200 億 5,845 万円

①ー②収支 7 億 7,965 万円

給
食
費
の
滞
納
額
が
依
然
と
し
て
多
い

対
策
は
い
か
に

質
問　

決
算
で
は
、
給
食
収
入
の
収
入
未
済
額
が
２
４
６
９
万

円
と
多
額
で
あ
る
。
今
後
の
対
策
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

滞
納
が
発
生
し
た
場
合
、
文
書
や
電
話
に
よ
る
催
告
を

経
て
、
職
員
が
2
人
1
組
で
戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。
未

納
の
理
由
も
様
々
だ
が
、
給
食
費
の
支
払
い
は
保
護
者
の
義
務

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
頂
き
た
い
。
今
後
は
債
権
条
例
制
定

の
検
討
を
行
い
、
よ
り
適
正
な
債
権
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
戸
別
訪
問
を
増
や
し
滞
納
を
無
く
す
こ
と
で
公
平
性
の
確

保
に
努
め
た
い
。

在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

幼
保
無
償
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

質
問　

10
月
か
ら
幼
保
無
償
化
が
始
ま
り
、
幼
児
教
育
・
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
相
当
な
負
担
軽
減
と
な
る
が
、
一
方
で
、

在
宅
で
の
子
育
て
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
こ
れ
ま
で
通
り

で
は
不
公
平
感
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。
幼
保
無
償
化
に
併
せ

た
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
求
め
る
。

答
弁　

こ
の
事
業
は
在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
方
々
に
、
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
に
使
用
で
き
る
1
万
円
分
の
サ
ポ
ー
ト
券
を
交

付
す
る
も
の
だ
が
、
平
成
31
年
度
も
30
年
度
同
様
に
実
施
し
て

い
る
。
10
月
か
ら
は
幼
保
無
償
化
に
よ
り
多
く
の
利
用
者
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
つ
い
て
精

査
検
討
す
る
。

医
師
等
修
学
資
金
貸
付
金
制
度 

今
後
の
見
通
し
は

質
問　

医
師
・
看
護
師
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
修
学
資
金
貸

付
実
績
は
平
成
30
年
度
９
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁　

平
成
30
年
度
は
医
師
4
名
に
対
し
1
人
あ
た
り

２
４
０
万
円
の
貸
与
を
行
っ
た
。
今
後
の
採
用
見
通
し
は
、
貸

付
期
間
中
の
4
名
を
除
い
て
、
貸
付
期
間
を
終
え
初
期
研
修
中

の
医
師
が
も
う
4
名
お
り
、
来
年
度
か
ら
の
採
用
は
ま
だ
見
込

ま
れ
て
い
な
い
が
、
義
務
年
限
の
履
行
期
間
を
調
整
中
で
あ
る
。

平成30年度一般会計・特別会計決算収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区分 歳入 ① 歳出 ②
形式収支 ③
（① ー ②）

翌年度に繰り越
すべき財源 ④

実質収支 ⑤
（③ ー ④）
下段前年度

単年度収支

一般会計 20,838,097,541 20,058,447,669 779,649,872 203,804,000 575,845,872 -202,461,785778,307,657

特別会計 9,078,857,884 8,811,467,435 267,390,449 85,000 267,305,449 -8,991,462276,296,911

内　

訳

集中管理 3,559,139,659 3,559,139,659 0 0 0 00

下水道事業 752,374,090 752,196,806 177,284 85,000 92,284 2,40389,881

集落排水事業 457,361,828 457,292,207 69,621 0 69,621 -17,53487,155

浄化槽事業 100,121,291 100,030,715 90,576 0 90,576 34,80555,771
国民健康保険　

事業勘定 3,196,163,625 2,959,128,532 237,035,093 0 237,035,093 6,830,722230,204,371
国民健康保険
田沢診療施設 12,306,681 12,239,566 67,115 0 67,115 18,12548,990
国民健康保険
神代診療施設 89,420,438 89,350,935 69,503 0 69,503 -54,761124,264

後期高齢者医療 315,002,449 314,254,041 748,408 0 748,408 234,500513,908

介護保険 426,897,829 426,750,653 147,176 0 147,176 -231,102378,278

生保内財産区 114,917,872 95,865,581 19,052,291 0 19,052,291 -8,192,64327,244,934

田沢財産区 48,514,757 40,256,413 8,258,344 0 8,258,344 -7,239,87815,498,222

雲沢財産区 6,637,365 4,962,327 1,675,038 0 1,675,038 -376,0992,051,137

総　計 29,916,955,425 28,869,915,104 1,047,040,321 203,889,000 843,151,321 -211,453,2471,054,604,568

平
成
30
年
度

一
般
会
計
決
算 

予
算
委
員
会
の
質
疑
か
ら

本会議・予算常任委員会　平成30年度決算が審査される



こ
こ
が
聞
き
た
い
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8
人
の
提
言

蒼生会 黒 沢 龍 己 議員

す
る
条
例
等
は
あ
る
の
か
。

答
弁（
教
育
長
）　

小
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
は
使
用
可
能
で
良
い
練
習
場

だ
と
思
う
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

と
し
て
も
活
用
で
き
る
方
向
で
検

討
し
て
い
く
。

答
弁
（
市
長
）
中
川
小
の
特
徴
的

施
設
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
だ

が
、
維
持
費
が
大
き
い
。
そ
れ
に

勝
る
活
用
策
を
練
り
だ
し
て
欲
し

い
。

答
弁
（
教
育
部
長
）　

条
例
上
、

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
学
校
施
設
と

な
っ
て
お
り
、
貸
出
し
・
使
用
は

可
能
で
あ
る
。

質
問　

起
債
は
ま
だ
残
っ
て
い
る

の
か
。

中
川
小
統
合
・
閉
校
の

進
捗
状
況
は

質
問　

統
合
後
の
交
通
手
段
は
、

ス
マ
イ
ル
バ
ス
に
な
る
の
か
、
ま

た
は
新
た
な
通
学
路
線
と
な
る
の

か
。

答
弁
（
教
育
長
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
夏
休

み
中
に
行
い
、
集
計
分
析
中
で
あ

る
。
10
月
上
旬
開
催
の
第
３
回
統

合
準
備
委
員
会
で
協
議
し
、
通
学

手
段
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
中

川
っ
子
）
を
残
し
て
頂
き
た
い
が

考
え
は
ど
う
か
。

答
弁　

19
名
中
12
名
の
保
護
者
が

中
川
っ
子
を
希
望
し
て
い
る
。

引
き
続
き
地
域
で
運
営
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

閉
校
と
な
れ
ば
建
物

が
傷
む
。
学
校
施
設
の
利
活

用
を
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

答
弁　

一
部
を
保
育
園
や
、

地
域
の
活
動
拠
点
等
と
し
て

転
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

提
案
・
要
望
を
頂
い
て
い
る
。

10
月
に
地
域
の
方
を
交
え
本

格
的
な
検
討
会
を
開
催
し
た

い
。

質
問　

中
川
小
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
今
後
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
へ
貸
出
し
は

で
き
な
い
の
か
。
こ
れ
に
関

調
査
を
実
施
し
て
頂
け
れ
ば
、
園

児
数
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

取
手
市
で
は
、
官
と
民

が
連
携
し
て
保
育
園
を
運
営
し

て
い
る
実
態
も
あ
る
。
電
子
部
品

会
社
は
、
若
い
社
員
が
多
く
、
子

育
て
に
興
味
を
持
つ
方
々
が
た

く
さ
ん
い
る
。
会
社
と
市
の
連
携

で
、
新
し
い
取
り
組
み
が
地
域
に

実
現
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
含
め

て
、
前
向
き
な
議
論
を
し
て
い
き

た
い
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

答
弁　

建
設
の
際
に
１
億
９
，

６
５
０
万
円
起
債
し
た
が
全
部
償

還
は
終
わ
っ
て
い
る
。

中
川
保
育
園　

今
後
の

計
画
に
つ
い
て
問
う

質
問　

老
朽
化
し
て
い
る
保
育
園

の
建
て
替
え
と
、
園
児
数
を
考
慮

し
た
際
の
閉
園
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
弁　

築
36
年
経
過
し
て
い
る
園

で
、
修
繕
箇
所
が
毎
年
増
え
て
い

る
。
白
岩
小
百
合
保
育
園
（
築

39
年
）、
角
館
西
保
育
園
（
築
38

年
）
も
同
様
で
あ
る
。
現
在
、
中

川
の
園
児
数
17
名
で
あ
る
。

人
形
劇
の
鑑
賞
な
ど
三
つ

の
園
が
連
携
し
、
少
人
数

で
は
で
き
な
い
保
育
メ

ニ
ュ
ー
を
行
な
っ
て
い
る

現
状
も
あ
る
。
将
来
も
保

育
を
劣
化
さ
せ
な
い
最
善

策
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

近
く
の
電
子
部
品

工
場
で
は
、
来
年
２
月
に

50
名
ほ
ど
採
用
す
る
予
定

で
、
従
業
員
か
ら
託
児
所

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
要

望
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
企

業
内
保
育
園
は
難
し
い
と

の
事
だ
。
中
川
保
育
園
が

改
築
さ
れ
た
場
合
、
何
人

ぐ
ら
い
の
希
望
が
あ
る
の

か
、
会
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト

市長 保育園、地域の活動拠点等の提案・要望を頂いている

中川小学校施設の利活用を

■多彩に活用できる中川小グリーンパーク

■未来への可能性が拓けるか　中川保育園
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田
沢
湖
再
生
を
問
う

質
問　

湖
底
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ま
で
田
沢
湖
再
生
に
向

け
、
検
討
会
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

以
外
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
し
て

来
た
の
か
。

答
弁　

田
沢
湖
再
生
に
向
け
た
意

識
の
高
揚
が
必
要
で
あ
り
、
環
境

学
習
を
テ
ー
マ
と
し
た
修
学
旅

行
、
団
体
な
ど
を
招
致
し
、
田
沢

湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
で
学
習
会
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
ペ

ン
倶
楽
部
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
や

各
種
講
演
会
も
行
っ
て
い
る
。
大

学
や
民
間
の
研
究
機
関
も
田
沢
湖

に
関
わ
っ
て
い
る
。
今
後
は
関
係

す
る
機
関
が
認
識
を
共
有
で
き

る
場
と
し
て
、
最
善
の
手
法
を
総

合
的
に
判
断
す
る
学
術
機
関
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
働

き
か
け
を
更
に
進
め
る
。

仙
北
市
総
合
戦
略
に
つ

い
て

質
問　

第
１
期
仙
北
市
総
合
戦

略
の
推
進
期
間
が
本
年
度
で
一

区
切
り
付
く
。
実
現
に
至
ら
な

か
っ
た
施
策
に
つ
い
て
、
原
因
・

反
省
を
踏
ま
え
、
今
後
、
第
２
期

総
合
戦
略
及
び
第
２
次
総
合
計

画
後
期
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
本
市
を

創
生
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

当
初
の
総
合
戦
略
は
、
現

状
改
善
を
狙
い
国
や
県
の
方
針

を
考
慮
し
て
策
定
し
た
。
し
か

し
、
超
高
齢
化
と
出
生
数
の
減
少

は
止
ま
ら
な
い
。
地
方
自
治
体

が
、
国
と
同
じ
方
向
付
け
を
し
て

良
い
時
代
は
終
わ
っ
た
と
感
じ

る
。
耳
に
聞
こ
え
の
良
い
施
策
は

意
味
を
成
さ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

事
業
検
証
を
踏
ま
え
、
抜
本
的
に

大
規
模
な
方
向
転
換
を
図
る
。
全

て
の
領
域
で
多
く
の
痛
み
を
伴

う
作
業
が
始
ま
る
。
理
解
を
頂
き

た
い
。

（
高
久 

昭
二
記
）

の
量
は
年
間
１
万
ト
ン
程
度
で
推

移
し
て
い
た
が
、平
成
15
年
以
降
、

１
万
６
０
０
０
ト
ン
前
後
の
使
用

量
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
目

標
値
に
達
し
な
い
。
や
は
り
、
酸

度
の
上
昇
が
原
因
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

質
問　

目
標
値
到
達
に
向
け
て
の

調
査
・
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
国
・
県
と
協
力
し
て

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

田
沢
湖
を
含
む
玉
川
水
系

の
水
質
に
関
す
る
調
査
・
研
究
は
、

県
の
環
境
部
局
が
担
当
し
て
い

る
。
他
に
も
、
様
々
な
機
関
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
田
沢
湖
の
管
理

再
生
に
向
け
た
研
究
を
し
て
お

り
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

田
沢
湖
の
ph
が
目
標
値
で

あ
る
６
．
０
ま
で
到
達
し
て
い
な

い
。
ク
ニ
マ
ス
を
含
む
生
態
系
が

生
息
す
る
に
は
、
餌
と
な
る
水
中

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
虫
が
生
息
で
き

る
環
境
を
創
り
出
す
事
が
求
め
ら

れ
る
。
目
標
値
に
到
達
出
来
な
い

原
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

玉
川
温
泉
大
噴
の
酸
度

が
、
平
成
14
年
頃
か
ら
急
激
に
上

昇
し
た
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
酸
度

が
急
激
に
上
昇
し
た
理
由
は
定
か

で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
石
灰
石

蒼生会 田 口 寿 宜 議員

市長 認識共有の場として学術機関が必要だ

田沢湖の酸性度目標達成に向けた
調査研究を

■田沢湖湖底調査の結果を生かし何ができるか

■田沢湖のPh目標値（6.0）を達成するための
　調査研究を進めるべきだ（玉川中和処理施設）
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自
殺
者
対
策
計
画
の

実
行
性
を
問
う

質
問　

自
殺
対
策
計
画
策
定
後
、

周
知
や
取
組
み
が
ど
の
よ
う
に
末

端
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
の
か
。

現
在
の
策
定
委
員
の
構
成
で
、
果

た
し
て
現
場
の
課
題
を
吸
い
上
げ

ら
れ
る
の
か
。

答
弁　

計
画
自
体
は
紙
ベ
ー
ス
で

あ
る
が
、
市
民
の
方
々
か
ら
の

様
々
な
相
談
や
、
実
際
に
生
じ
た

困
難
な
ケ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
策
定
委
員
は
各
分
野
の

ト
ッ
プ
の
方
々
で
は
あ
る
が
、
現

場
か
ら
の
実
際
の
声
を
反
映
し
て

計
画
策
定
が
進
ん
だ
も
の
と
理
解

し
て
欲
し
い
。

新
角
館
庁
舎 

工
程
と

進
捗
を
問
う

質
問　

新
角
館
庁
舎
建
築
の
工

程
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

新
角
館
庁
舎
建
築
は
、
現

在
は
建
物
基
礎
工
事
の
段
階
で
、

12
月
中
旬
頃
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
が
始
ま
る
。
来
年
度
に
入

り
、
５
月
末
ま
で
屋
根
・
防
水
工

事
を
終
え
る
。
そ
の
後
、
建
物
内

部
工
事
を
行
い
10
月
末
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
る
。
冬
期
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
事
は
、
品
質
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
温
度
管
理
を
す

る
こ
と
が
可
能
と
の
こ
と
。
地
中

熱
工
事
は
、
本
体
の
庁
舎
工
事
と

重
な
る
部
分
が
あ
る
。
相
互
に
支

障
の
出
な
い
よ
う
工
程
管
理
を

徹
底
す
る
よ
う
担
当
か
ら
指
示

を
出
し
て
い
る
。

　
（
門
脇 

晃
幸 

記
）

働
く
場
所
の
確
保
と
経

済
活
動
の
底
上
げ
を

質
問　

黒
沢
工
業
団
地
の
活
用
見

通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
地
域
産
業
の
底
上

げ
を
図
る
た
め
の
専
門
部
署
が
必

要
で
は
な
い
か
。
特
区
を
活
用
し

た
事
業
展
開
に
よ
り
雇
用
は
望
め

る
の
か
。

答
弁　

黒
沢
工
業
団
地
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
水
耕
栽
培

に
よ
る
植
物
工
場
の
誘
致
に
向

け
、
企
業
と
協
議
中
で
あ
る
。
来

年
度
国
庫
補
助
事
業
へ
の
採
択
を

受
け
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
地

域
産
業
の
底
上
げ
に
は
、
深
刻
な

人
手
不
足
改
善
が
必
要
だ
。現
在
、

仙
北
市
雇
用
確
保
対
策
連
絡
協
議

会
を
立
ち
上
げ
議
論
を
開
始
し
、

多
く
の
提
案
を
頂
い
て
い
る
。
例

え
ば
若
年
層
向
け
人
材
セ
ン
タ
ー

や
派
遣
会
社
の
設
立
、
各
業
界
の

繁
閑
期
の
働
き
手
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、ま
た
、

短
時
間
労
働
者
へ
の
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。特
区
に
お
け
る
雇
用
は
、

次
の
時
代
の
産
業
構
造
に
し
っ
か

り
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
出
来
る
企
業

の
創
出
が
必
要
と
考
え
る
。

小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
、
未
設
置
個
所
の

対
応
は
い
か
に

質
問　

設
置
す
る
教
室
は
国
で
基

準
が
定
め
ら
れ
た
の
か
。
各
学
校

か
ら
要
望
等
の
聞
き
取
り
調
査
は

し
た
の
か
。
基
準
以
外
は
市
独
自

で
設
置
出
来
な
い
の
か
。
通
級
教

室
は
特
別
教
室
に
あ
た
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
部
長
）　

国
の
設
定

基
準
を
基
に
、
各
学
校
の
要
望
等

を
聞
い
た
上
で
設
置
箇
所
を
決
定

し
た
。
そ
れ
以
外
は
市
単
独
事
業

で
あ
れ
ば
増
設
は
可
能
で
あ
る
。

通
級
指
導
教
室
は
特
別
教
室
の
分

類
で
あ
る
が
、
学
校
か
ら
の
要
望

を
聞
い
た
際
、
夏
季
利
用
時
に
は

冷
房
設
置
済
教
室
を
使
用
す
る
と

の
回
答
を
得
た
た
め
、
今
回
の
事

業
で
は
設
置
し
て
い
な
い
。

市長 キーワードは、ネットワークの強化と
関係機関の連携だ

市民クラブ 荒 木 田 俊 一 議員

仙北市の自殺対策、実効性のある
取り組みはなされているか

■自殺対策計画　紙ベースで
　終わらない具体的対策を！

■工事が進む新角館庁舎
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市長 令和３年度に実施設計、令和４年度に工事着手したい

高 久 昭 二 議員

通学路の安全確保
内川橋の改修工事の見通しは

す
る
。

答
弁
（
教
育
長
）　

小
・
中
学
校

の
給
食
費
の
無
償
化
は
、
若
者
の

定
住
対
策
や
出
生
率
向
上
な
ど
の

効
果
が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る

が
、
財
源
の
確
保
な
ど
も
含
め
、

市
長
部
局
と
十
分
に
相
談
し
て
検

討
し
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

問
う

質
問　

児
童
生
徒
の
通
学
路
で
も

あ
る
内
川
橋
の
老
朽
化
が
見
た
目

に
も
著
し
く
、
安
全
性
が
疑
わ
れ

る
が
大
丈
夫
か
。
ま
た
、
改
修
工

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
」
の
新
屋
演
習
場
配

備
に
つ
い
て

質
問　

秋
田
県
民
の
関
心
が
高

く
、
新
屋
演
習
場
配
備
を
白
紙
に

す
る
よ
う
求
め
る
請
願
・
陳
情
が

多
く
の
市
町
村
議
会
で
採
択
さ
れ

て
い
る
が
、
仙
北
市
へ
の
影
響
も

考
慮
し
た
市
長
の
見
解
は
。

答
弁　

防
衛
省
が
新
屋
演
習
場
へ

の
配
備
に
つ
い
て
再
調
査
す
る
と

の
報
道
が
あ
る
の
で
、
こ
の
調
査

を
注
視
し
た
い
。
仙
北
市
へ
の
影

響
な
ど
の
明
確
な
情
報
が
な
い
中

で
、
市
長
と
し
て
の
見
解
を
口
に

す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難
で

あ
る
。

小
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
を
求
め
る

質
問　

仙
北
市
は
、
非
常
に
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
る
が
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
副
食
費
と
小
・
中
学

校
の
給
食
費
の
無
償
化
は
、
市
民

が
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
う
え
で
も
前
向
き
に

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

幼
児
教
育
・
保
育
の
副
食

費
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
か

ら
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

財
源
の
活
用
と
県
の
助
成
に
仙
北

市
が
独
自
に
上
乗
せ
し
て
３
歳
以

上
の
園
児
の
副
食
費
を
全
額
助
成

育
成
も
重
要
だ
が
、
即
決
事
案
が

多
い
た
め
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と

し
て
私
が
行
っ
て
い
る
。

質
問　

市
政
報
告
に
あ
っ
た
、
台

湾
宜ぎ
ら
ん
け
ん

蘭
県
に
あ
る
工
場
で
の
経

済
交
流
の
可
能
性
と
は
。

答
弁　

米
や
豆
を
加
工
販
売
す

る
観
光
工
場
を
視
察
し
た
。
観
光

と
し
て
の
見
せ
る
工
場
を
仙
北

市
内
の
若
手
起
業
者
や
若
手
農

業
者
に
見
て
も
ら
い
、
経
済
交
流

に
発
展
さ
せ
た
い
と
の
思
い
を

強
く
し
た
。

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

事
の
見
通
し
と
秋
田
県
と
の
協
議

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
弁　

平
成
28
年
度
の
橋
梁
点
検

で
は
、
機
能
に
障
害
は
生
じ
て
い

な
い
が
、
予
防
保
全
の
観
点
か
ら

措
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
状
況

と
の
診
断
結
果
で
あ
っ
た
。
改
修

工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

に
実
施
設
計
、
次
年
度
に
工
事
着

手
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

答
弁
（
建
設
部
長
）
県
の
都
市
計

画
課
等
と
国
の
補
助
金
の
配
分
状

況
や
長
寿
命
化
な
ど
を
協
議
し
て

い
る
。
市
は
、
現
在
の
橋
を
撤
去

し
て
同
じ
場
所
に
掛
け
替
え
る
方

法
で
検
討
し
て
い
る
。

台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

の
費
用
対
効
果
と
新
た

な
経
済
交
流
の
可
能
性

に
つ
い
て

質
問　

８
月
の
市
長
以
下
５
名
の

台
湾
訪
問
の
諸
経
費
並
び
に
そ
の

費
用
対
効
果
は
。
ま
た
、
市
長
が

行
か
な
く
て
も
若
手
職
員
を
派
遣

し
て
育
て
た
ら
ど
う
か
。

答
弁　

５
名
の
交
通
費
及
び
宿
泊

費
で
約
91
万
円
。
お
土
産
代
が
約

７
万
円
で
あ
る
。
台
湾
訪
問
に
よ

り
、
仙
北
市
へ
の
宿
泊
が
年
々
増

加
し
、
昨
年
度
は
対
前
年
比
13
％

増
の
１
万
５
千
人
に
な
る
な
ど
費

用
対
効
果
は
高
い
。
若
手
職
員
の

■目視では損傷が目立つ内川橋

■建設中の総合給食センター（学校給食の無償化はいかに）
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仙
北
市
職
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
い
て

質
問　

時
期
や
部
署
に
よ
り
違
う

と
思
う
が
、
時
間
外
が
最
も
多
い

部
署
は
ど
こ
な
の
か
。
ま
た
、
多

い
職
員
で
は
ど
の
程
度
と
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

時
間
外
勤
務
等
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
か
ら
上
限
を
定
め

て
お
り
、
原
則
と
し
て
、
45
時

間
、
例
外
と
し
て
１
０
０
時
間
と

規
定
し
て
い
る
。
人
事
、
予
算
編

成
、
議
会
、
選
挙
事
務
，
各
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
し
て
、
必
要

な
場
合
は
課
長
等
か
ら
の
命
令
を

受
け
た
場
合
の
み
時
間
外
勤
務
を

す
る
こ
と
と
し
、
管
理
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。
や
む
を
得
ず
上
限

を
超
え
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
そ

の
要
因
を
分
析
し
改
善
へ
つ
な
げ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
週
月
曜
日
を

ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
て
い
る
。
特

に
時
間
外
勤
務
の
多
い
課
は
財
政

課
と
税
務
課
で
あ
る
。
そ
の
他
に

つ
い
て
は
各
種
行
事
、
イ
ベ
ン
ト

等
を
担
当
す
る
課
が
時
期
的
に
多

く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
月
の
上
限

を
超
え
る
職
員
数
は
14
名
、
う
ち

１
０
０
時
間
を
超
え
る
職
員
は
２

名
で
あ
る
。

質
問　

２
名
の
職
員
が
月
１
０
０

時
間
を
こ
え
る
時
間
外
勤
務
と

な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
本

年
前
の
退
団
者
が
多
く
、
団
員
が

減
少
し
て
い
る
。
今
後
も
、
新
規

入
団
者
の
確
保
と
、
定
年
前
退
団

の
抑
制
に
努
め
た
い
。

市
の
正
職
員
と
臨
時
職

員
の
待
遇
格
差
を
問
う

質
問　

市
内
保
育
園
や
に
し
き

園
な
ど
は
、
臨
時
職
員
の
数
が
多

く
な
っ
て
い
る
が
、
正
職
員
と
臨

時
職
員
の
待
遇
格
差
に
つ
い
て
、

同
一
労
働
、
同
一
賃
金
の
観
点
か

ら
ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

自
治
体
の
臨
時
職
員
が

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
現
状

で
、
国
で
は
改
善
対
策
と
し
て

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
し
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
を

創
設
し
た
。
全
国
各
自
治
体
で

は
、
令
和
２
年
４
月
に
こ
れ
を
導

入
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

は
１
時
間
単
位
の
単
価
に
よ
る

雇
用
契
約
だ
っ
た
も
の
が
、
職
種

別
に
給
料
表
を
定
め
て
そ
れ
に

基
づ
い
た
月
給
、
及
び
期
末
手
当

等
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
、
相

当
な
待
遇
改
善
が
進
む
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
県
で
も
８
月
下

旬
に
条
例
案
が
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市

で
も
条
例
制
定
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。

（
小
木
田 

隆 

記
）

答
弁　

修
繕
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ご
迷
惑
を
か
け
た
。
現
在

の
西
木
地
区
、
田
沢
湖
地
区
の
シ

ス
テ
ム
は
ア
ナ
ロ
グ
式
で
部
品
の

製
造
が
数
年
前
に
終
了
し
て
お

り
、
調
達
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

令
和
４
年
に
は
ア
ナ
ロ
グ
波
の

防
災
無
線
は
使
用
で
き
な
く
な
る

た
め
、
仙
北
市
防
災
行
政
無
線
再

構
築
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

今
後
の
対
応
を
協
議
中
で
あ
る
。

質
問　

現
在
の
消
防
団
員
の
定
数

は
６
３
０
名
と
聞
い
て
い
る
が
、

欠
員
も
多
い
。
今
後
の
充
実
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

現
在
の
消
防
団
員
数
は

５
５
７
名
で
73
名
の
欠
員
と
な
っ

て
い
る
。
新
規
入
団
者
よ
り
も
定

人
の
同
意
は
得
て
い
る
の
か
。

答
弁　

各
種
の
申
請
行
為
の
処
理

な
ど
、
業
務
等
担
当
職
員
で
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
場
合
な
ど
は
、

時
間
外
勤
務
が
必
要
と
な
っ
て
し

ま
う
。
不
平
等
、
不
公
平
感
を
感

じ
な
い
よ
う
努
力
は
し
て
い
る

が
、
職
員
数
の
減
少
等
も
あ
り
、

現
在
い
る
職
員
で
頑
張
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

質
問　

様
々
な
職
場
状
況
は
理
解

す
る
が
、
ど
の
部
署
に
行
っ
て
も

仕
事
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
職
員

教
育
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
弁　

現
実
的
に
は
厳
し
い
が
、

指
摘
の
通
り
だ
。
地
方
公
務
員
と

し
て
市
民
の
方
々
の
福
祉
、
生
活

の
安
定
、産
業
振
興
、教
育
等
様
々

な
部
署
を
経
験
さ
せ
プ
ロ
意
識
を

高
め
る
よ
う
な
職
員
養
成
が
必
要

だ
と
考
え
、
実
現
に
向
け
努
力
す

る
。市

の
危
機
管
理
を
問
う

質
問　

防
災
無
線
に
つ
い
て
、
六

本
杉
地
区
で
は
非
常
に
聞
き
取
り

に
く
い
た
め
、
早
期
の
改
善
を
求

め
た
が
、
２
か
月
近
く
経
っ
て
も

直
っ
て
い
な
い
。
担
当
課
で
は
部

品
が
な
い
と
し
て
い
る
が
、
壊
れ

や
す
い
部
品
は
前
も
っ
て
ス
ッ

ト
ッ
ク
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

市長 不平等・不公平感を感じないよう努力している

市民クラブ 伊 藤 邦 彦 議員

市役所の働き方改革は進んでいるのか

■デジタル化が急がれる防災無線
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市長 比較的簡便なものは随時対応している

30
年
度
は
９
３
６
万
円
で
32
件
、

今
年
度
は
、
９
０
０
万
円
の
予
算

で
現
在
20
件
に
対
応
し
て
い
る
。

答
弁
（
建
設
部
長
）
道
路
維
持

費
は
平
成
28
年
度
４
８
２
６
万

円
で
６
４
件
、
平
成
、
29
年
度

５
１
１
７
万
円
で
35
件
、
平
成
30

年
度
は
４
７
６
０
万
円
で
36
件
舗

装
補
修
工
事
を
し
て
い
る
。
橋
梁

維
持
費
は
年
間
２
０
０
万
円
で
推

移
し
て
お
り
、
年
間
２
～
３
件
ほ

ど
あ
る
。
市
の
財
政
状
況
か
ら
し

て
な
か
な
か
改
善
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。

質
問　

道
路
の
除
草
な
ど
は
市
民

の
協
力
を
求
め
た
ら
ど
う
か
。

答
弁　

お
盆
前
後
に
草
刈
り
を
実

施
し
て
い
る
集
落
の
方
を
見
受
け

る
。
地
域
運
営
体
の
皆
様
に
、
各

市
道
等
イ
ン
フ
ラ
の
現
況

と
今
後
の
整
備
方
針
は

質
問　

道
路
に
は
雑
草
が
生
え
、

歩
道
と
側
溝
の
区
別
が
つ
か
ず
、

側
溝
に
砂
や
ご
み
が
詰
ま
っ
て
い

る
個
所
を
目
に
す
る
。
道
路
の
維

持
修
繕
の
過
去
３
年
間
の
予
算
と

実
績
を
伺
う
。

答
弁　

市
民
か
ら
の
要
望
に
つ
い

て
は
、
現
場
を
確
認
し
た
上
で
、

緊
急
を
要
し
、
比
較
的
簡
便
な
も

の
に
つ
い
て
は
随
時
対
応
し
て
い

る
。
仙
北
市
の
市
道
延
長
は
約

８
８
５
㎞
で
、
完
璧
な
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
は
困
難
で
あ
る
。
緊
急
に

早
期
対
応
が
必
要
な
場
合
、
平
成

30
年
度
か
ら
新
設
し
た
地
域
振
興

事
業
費
で
対
応
し
て
い
る
。
平
成

齢
化
で
利
用
者
が
減
少
し
Ｃ
評

価
と
な
っ
た
。
し
か
し
委
員
か
ら

は
利
用
者
の
評
価
が
高
く
継
続

を
望
む
意
見
を
頂
き
、
現
在
も
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
桜

保
護
管
理
事
業
は
、
文
化
財
指
定

の
桜
以
外
も
保
護
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
組
織
体
制
も
含
め

て
改
善
し
事
業
化
を
行
っ
た
。

教
育
現
場
に
お
け
る
職

員
死
亡
事
故
に
つ
い
て

の
対
処
は

質
問　

生
保
内
中
学
校
内
で
の

同
校
技
術
職
員
の
死
亡
事
故
に

つ
い
て
、
市
と
連
携
し
て
、
関
係

者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
す
る

と
報
告
が
あ
っ
た
が
、
事
故
の
原

因
は
何
か
。
調
査
結
果
の
報
告
だ

け
で
は
な
く
、
教
訓
に
し
な
が
ら

教
育
現
場
で
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
し
、
ま
た
、
風
化
さ
せ
て

は
い
け
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
と

し
て
市
長
部
局
と
連
携
し
な
が

ら
ご
遺
族
の
思
い
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
続
け
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

答
弁
（
市
長
）
技
術
職
員
は
、
市

の
職
員
で
あ
る
の
で
、
ご
遺
族
の

方
々
を
裏
切
ら
な
い
対
応
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。（

平
岡 

裕
子 

記
）

地
域
で
の
公
共
施
設
、
建
物
管
理

の
相
談
を
し
て
い
る
。
地
域
の
美

化
活
動
に
つ
い
て
も
今
後
相
談
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

政
策
検
証
は
続
い
て
い

る
か

質
問　

聖
域
な
き
徹
底
的
見
直
し

を
図
る
と
す
る
政
策
検
証
は
、
市

の
総
合
発
展
計
画
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

達
成
度
が
10
％
未
満
と

な
っ
て
い
る
事
業
は
、
評
価
調
書

を
作
り
、
仙
北
市
総
合
政
策
審
議

会
が
意
見
を
含
め
て
評
価
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
路
線

バ
ス
、
代
替
バ
ス
運
行
事
業
は
、

利
用
者
が
年
々
増
加
す
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
現
実
的
に
は
少
子
高

市民クラブ 稲 田 　 修 議員

道路環境の整備を求める

■道路や側溝などの環境整備を

■政策検証を計画に
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け
た
準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
る

が
、
今
後
も
、
指
導
主
事
の
学
校

訪
問
を
通
し
て
、
指
導
内
容
の
欠

落
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

各
学
校
に
伝
え
て
行
く
。
あ
わ
せ

て
指
導
内
容
の
移
行
措
置
が
な
い

総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活

動
、
特
別
の
教
科
「
道
徳
」
な
ど

は
、
積
極
的
に
新
要
領
に
よ
る
学

習
指
導
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
指

導
・
助
言
を
続
け
て
い
く
。

　

知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
、
学
び
に
向
か
う
力

等
を
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
育
成
す
る

こ
と
を
目
指
す
新
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
た
学
習

が
、
全
て
の
小
・
中
学
校
で
展
開

さ
れ
、
新
要
領
の
円
滑
な
全
面
実

施
に
向
け
て
努
め
て
行
き
た
い
。

質
問　

今
始
ま
ろ
う
と
し
て
る
小

学
校
で
の
学
び
の
変
化
は
、
こ
の

公
教
育
に
つ
い
て

質
問　

中
央
教
育
審
議
会
の

直
近
の
大
き
な
動
き
と
し
て
、

２
０
２
０
年
に
向
け
て
大
学
入
試

制
度
改
革
、
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）
平
成
28
年
12
月

の
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
を
受

け
て
、
平
成
29
年
３
月
31
日
に
文

部
科
学
省
よ
り
新
学
習
指
導
要
領

が
告
示
さ
れ
、
小
学
校
で
は
令
和

２
年
度
、
中
学
校
で
は
令
和
３
年

度
の
全
面
実
施
に
向
け
て
、
昨
年

度
か
ら
移
行
期
間
に
入
っ
て
い

る
。ま
た
、令
和
２
年
度
か
ら
、「
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
の
名
称

が
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に

変
わ
り
、
国
語
、
数
学
で
記
述
式

問
題
が
導
入
さ
れ
る
。
英
語
に
お

い
て
も
、従
来
の
「
聞
く
」「
読
む
」

に
、「
話
す
」「
書
く
」
も
加
え
た

４
技
能
で
評
価
さ
れ
る
。

　

個
別
大
学
試
験
に
お
い
て
も
、

多
面
的
、
総
合
的
な
評
価
に
よ
り

入
学
者
を
選
抜
す
る
と
い
う
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に

お
い
て
は
、
平
成
29
年
７
月
に
文

部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
小
学
校

及
び
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等

に
係
る
意
向
措
置
に
基
づ
き
、
新

学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
向

行
き
た
い
。

質
問　

英
語
教
育
の
必
修
化
は

大
き
な
柱
で
あ
る
が
、
そ
の
課
題

と
対
策
を
問
う
。

答
弁
（
教
育
長
）
新
学
習
指
導
要

領
の
全
面
実
施
に
伴
い
、
授
業
時

数
が
、
小
学
校
３
・
４
年
生
が
年

間
35
時
間
、
５
・
６
年
生
が
そ
の

倍
の
年
間
70
時
間
と
増
加
す
る

と
い
う
こ
と
が
、
最
も
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
３
・

４
年
生
の
外
国
語
活
動
、
５
・
６

年
生
の
教
科
英
語
は
、
と
も
に
学

級
担
任
が
指
導
す
る
こ
と
が
原

則
と
な
り
、
英
語
の
専
門
家
で
は

な
い
場
合
が
多
く
な
る
た
め
、
そ

の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

　

今
後
も
、
複
数
の
指
導
者
に
よ

る
指
導
体
制
に
よ
り
、
学
級
担
任

を
支
援
し
、
授
業
の
充
実
を
図
っ

て
行
く
。

質
問　

教
員
の
働
き
方
改
革
と

教
育
現
場
が
抱
え
る
矛
盾
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
は
。

答
弁
（
教
育
長
）
教
職
員
の
業
務

量
が
増
え
る
状
況
に
あ
る
中
で
、

定
数
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。
学
校
現
場
と
協
働
し

な
が
ら
、
教
員
が
本
来
な
す
べ
き

業
務
、
子
供
た
ち
と
本
当
に
向
き

合
え
る
時
間
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

先
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
子
供
た

ち
の
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け

る
こ
と
に
な
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
へ
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）
仙
北
市
が
平
成

27
年
に
近
未
来
技
術
実
証
特
区
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
同
年
か
ら

年
次
計
画
で
市
内
の
小
・
中
学
校

へ
ド
ロ
ー
ン
を
配
備
し
、
そ
れ
を

活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
実
施

し
て
い
る
。

　

北
浦
教
育
文
化
研
究
所
が
中
心

と
な
り
、
市
内
小
学
校
教
職
員
を

対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
指

導
の
研
修
会
を
、
昨
年
度
は
３
回

開
催
し
た
。
今
年
度
も
５
回
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
各
校

の
実
情
に
合
わ
せ
、
仙
北
市
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
年
間
指
導
計
画

を
作
成
し
て
、
低
・
中
・
高
学
年

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
教
育
の
実

施
に
向
け
支
援
す
る
。
さ
ら
に
、

北
浦
教
育
文
化
研
究
所
指
導
主
事

と
各
小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
担
当
者
が
協
働
で
、
学
年
ご

と
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
授
業

シ
ー
ト
を
作
成
中
で
、
次
年
度
以

降
も
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
や
各

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
効

果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て

教育長 先駆けて取り組んでいるが、
さらにあり方等研究を進めていく

蒼生会 門 脇 晃 幸 議員

プログラミング教育への取組みは

■変化する教育現場
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平
福
記
念
美
術
館
へ
の

誘
客
促
進
を

質
問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
回
廊
写

真
が
載
っ
て
い
る
が
、
季
節
イ
ベ

ン
ト
情
報
も
掲
示
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁（
教
育
長
）　

企
画
展
の
ペ
ー

ジ
選
択
に
時
間
が
か
か
る
と
の
ご

指
摘
に
は
対
応
済
み
で
あ
る
。
美

術
館
の
企
画
展
の
内
容
は
、
仙
北

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
で
随
時
紹
介
し
て
お
り
、
田
沢

湖
角
館
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
イ
ベ
ン
ト
情
報
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
。
今
後
も
、
多
く
の

方
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
な
情
報

発
信
に
努
め
た
い
。

自
主
財
源
確
保
・
公
平

な
負
担
に
つ
い
て

質
問　

税
の
徴
収
率
が
向
上
し

て
い
る
が
、
前
年
の
取
り
組
み
と

変
わ
っ
た
点
は
何
か
。　
　

答
弁　

昨
年
度
か
ら
収
納
推
進

課
を
設
置
し
、
未
納
者
へ
の
催

告
、
特
別
徴
収
専
門
員
に
よ
る
訪

問
徴
収
、
財
産
調
査
、
差
し
押
え

等
の
滞
納
処
分
が
、
以
前
に
比
べ

る
と
大
変
強
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
窓

口
収
納
を
ス
タ
ー
ト
と
さ
せ
た

こ
と
等
で
、
納
税
者
の
利
便
性
は

向
上
し
て
お
り
、
収
納
率
の
改
善

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。

質
問　

入
湯
税
と
い
う
預
り
金

を
法
に
基
づ
き
納
入
で
き
な
い

理
由
は
何
か
。

答
弁　

入
湯
税
は
申
告
納
付
で

の
特
別
徴
収
で
納
付
す
る
制
度

で
あ
り
、
未
納
は
発
生
し
な
い
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で

あ
る
。
た
だ
、
実
際
に
は
未
納
額

が
発
生
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

入
湯
客
か
ら
の
預
か
り
金
は
遅

滞
な
く
納
付
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
対

す
る
指
導
方
法
の
強
化
内
容
に

つ
い
て
、
検
討
中
で
あ
る
。

（
武
藤 

義
彦 

記
）

の
あ
る
落
合
公
園
に
遊
具
の
充
実

し
た
公
園
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

現
在
、
市
内
に
あ
る
児
童

公
園
を
は
じ
め
と
す
る
公
園
内
に

は
、
遊
具
の
設
置
が
本
当
に
少
な

い
。
市
内
に
、
あ
る
程
度
集
中
し

た
遊
具
設
置
を
す
る
こ
と
が
、
車

社
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
効
率
的

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
落

合
公
園
な
の
か
は
別
と
し
て
、
来

年
度
に
向
け
、
各
公
園
を
管
理
す

る
担
当
課
や
保
育
関
係
者
等
で
、

現
状
確
認
と
遊
具
設
置
に
向
け
た

諸
条
件
の
検
討
を
す
る
よ
う
指
示

す
る
。

質
問　

基
金
活
用
に
手
間
が
か
か

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
に
な
ら
な

い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
今
年
度
の
当
初

予
算
に
基
金
を
取
り
崩
し
し
て
、

作
品
の
購
入
費
用
を
予
算
化
し
て

い
る
。
作
品
購
入
の
基
金
は
ま
だ

残
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
当
初
予

算
編
成
で
基
金
を
美
術
品
購
入
予

算
に
繰
入
れ
し
、
購
入
し
た
い
作

品
が
出
た
場
合
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

子
育
て
・
児
童
遊
園
地

に
つ
い
て

質
問　

野
外
で
の
親
子
の
触
れ
合

い
の
場
と
し
て
、
空
き
ス
ペ
ー
ス

市長 各公園の現状確認と諸条件の検討を指示する

蒼生会 八 柳 良 太 郎 議員

遊具の充実した公園整備を

■充実した遊具を落合公園に

■平福記念美術館への誘客促進を
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【辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更
（大瀬蔵野橋架け替え）】を議論
質問　計画変更により当初 3.5 億円程度の予算が 8 億円となるが、なぜ
そうなるのか。
答弁　以前から計画されていた、角館下延地区の大瀬蔵野橋の架け替え
は、当初現状で架け替えることとしていが、熊本地震の影響から、国の
技術基準がより強靭なものへ改定となり、計画を大きく変更せざるを得
なくなった。現在地より 40m 程下流に移動し、新たな取付道路も設置す
るため予算は大幅増となる。辺地対策債を活用するため、市の負担は事
業費の 20％となる。
質問　財政難の折この事業にこれ程の予算をかける必要があるのか。費
用対効果も疑問だが。
答弁　橋梁長寿命化計画によると判定は 4 段階中 3 となっており危険度
も高く、市内橋梁の中でも速やかに事業を実施する必要がある。辺地対
策債は最も有利な財源だが、令和 2
年度までの時限立法であるため早い
着手が求められる。交通量は少なく
費用対効果は図れないが、切欠田、
大瀬蔵野集落は、冬期間八割方面の
道路が封鎖されるため、橋がないと
孤立する。橋の重要性は地域住民に
とって非常に大きい。

【反対討論】
　辺地対策債は有利ではあるが 20％は市の負担だ。新橋の位置につい
てより検討するべきである。費用対効果を考えても財政難の中納得で
きない。
◇ 採決結果

賛成２ 反対３ ⇨ 委員会否決

※なお、その後の本会議では、賛成 11 反対 6　で可決されています。

ふ
る
さ
と
納
税
大
幅
増
加　

状
況

は
い
か
に

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
が
大
幅
に
増

加
し
、
積
立
金
も
2
億
円
増
額
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
要
因
や
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

現
在
10
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
を
活
用
し
て
い
る
が
、
今
後
は

13
に
増
え
る
見
通
し
で
あ
る
。
返
礼

品
で
一
番
需
要
が
あ
る
の
は
新
米
で
、

全
体
の
80
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
寄

付
増
加
の
要
因
の
1
つ
と
な
っ
て
い

る
。
樺
細
工
な
ど
の
特
産
品
等
に
つ

い
て
も
今
後
力
を
入
れ
た
い
。

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
ク

チ
コ
ミ
欄
に
、
寄
付
者
か
ら
市
の
対

応
が
遅
い
と
す
る
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ

た
。
速
や
か
な
対
応
を
求
め
る
。

答
弁　

ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
既
に

把
握
し
メ
ー
ル
で
謝
罪
し
て
い
る
。

例
年
8
月
の
寄
付
申
込
数
は
８
０
０

～
９
０
０
件
程
度
だ
っ
た
が
、
今
年

は
６
，
５
５
０
件
も
の
申
込
を
頂
い

て
い
る
。
先
月
も
４
，
３
０
０
件
と

急
増
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
現
在
は
課
内
職
員
総
出

で
対
応
に
あ
た
っ
て
お
り
、
迅
速
な

事
務
処
理
に
努
め
て
い
る
。
事
務
処

理
が
速
い
自
治
体
は
業
者
委
託
し
て

い
る
場
合
も
多
い
が
、
仮
に
そ
う
し

た
場
合
、
手
数
料
負
担
が
発
生
す
る

た
め
、
寄
付
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
も
、
ま
ず
は
職
員
上
げ
て
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　9 月定例会の総務文教常任委員会では、令和元年度補正予算や 平成 30 年度の決算について審査されました。
補正予算ではふるさと納税の急増による予算の増額などについて議論されています。また、橋梁架け替え（大
瀬蔵野橋）の基準改正による予算増額に伴う「辺地に係る公共的施設の総合整備計画」の変更についても議
論が集中しました。

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

ふるさと納税急増により予算増額
返礼品はコメなどが好調

主
な
内
容

ふるさと納税ふるさと便事業費 1億3,862万円

ふるさと納税の増加に伴う返礼品の経費

生徒派遣費補助金 300万円

中学生の部活動全国大会出場等に伴う派遣費補助

2020 仙北市スポーツ文化交流事業費 217万円

車いすバスケットボールタイ代表選手団の合宿誘致事業費

■老朽化が進む狭い大瀬蔵野橋
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【平成３０年度病院事業会計決算】を認定
厳しい病院経営を議論

　平成 30 年度病院事業会計決算審査が行われ、市民福
祉常任委員会では厳しい病院経営の一因である、メン
タルヘルス病棟の方向性等について議論されました。
質問　患者数は全体的に減っているが、一日一人当た

りの診療単価が増加している要因は何か。
答弁　診療の内容によるが、手術やリハビリなどの提

供が挙げられる。田沢湖病院では、平成 30 年度
から入院時の療養環境課加算（１日 250 円）の
届出をしたことも含まれる。また、両病院で医
療安全・感染症対策等、情報提供・情報交換す
ることで収益増につながる取り組みを進めてい
る。

市民福祉常任委員会

児
童
扶
養
手
当
給
付
費
に
つ
い
て

質
問　

児
童
扶
養
手
当
は
何
を
基

準
と
す
る
の
か
。

答
弁　

保
護
者
の
所
得
か
ら
扶
養

控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
を

控
除
し
た
後
の
金
額
で
決
ま
る
。

質
問　

以
前
は
年
3
回
の
支
給

だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
し

て
い
る
方
は
大
変
で
あ
っ
た
が
今

後
は
ど
う
か
。

答
弁　

年
金
は
偶
数
月
支
給
で
あ

る
が
、
今
度
は
児
童
扶
養
手
当
を

2
カ
月
に
1
回
、
奇
数
月
に
支
給

す
る
こ
と
で
生
活
の
一
助
に
な
る

の
で
は
と
考
え
る
。

教
育
・
保
育
施
設
給
付
費
に
つ
い

て質
問　

保
育
料
が
無
償
と
な
る

が
、
１
人
に
つ
き
ど
の
程
度
国
か

ら
拠
出
は
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

か
。

答
弁　

国
の
補
助
金
・
交
付
金
は
、

何
歳
児
の
子
供
が
ど
れ
く
ら
い
の

規
模
の
園
に
預
け
た
の
か
に
よ

り
、
１
人
ず
つ
の
単
価
が
決
ま
る
。

こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
保
育
料

を
（
国
１
／
２
、
県
１
／
４
、
市

１
／
４
）
の
割
合
で
負
担
す
る
こ

と
に
よ
り
施
設
に
支
払
う
。

質
問　

保
育
料
は
広
域
入
所
の
方

も
無
償
に
な
る
の
か
。

答
弁　

広
域
入
所
で
も
仙
北
市
の

3
歳
以
上
は
無
償
に
な
る
。
た

だ
し
、
副
食
費
は
仙
北
市
の
子
供

で
あ
れ
ば
、
大
仙
市
の
保
育
園
に

入
っ
て
も
仙
北
市
で
負
担
す
る
た

め
無
償
で
あ
る
が
、
逆
に
大
仙
市

の
子
供
が
仙
北
市
の
保
育
園
に

入
っ
た
場
合
は
有
償
で
あ
る
。

　９月定例会の市民福祉常任委員会では、令和元年度一般会計補正予算や平成３０年度決算について審査さ
れました。10 月からは幼児教育保育の無償化が始まり、副食費も助成されることとなります。

10月より幼児教育・保育料が無償化に

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

主
な
内
容

児童扶養手当給付費 3,371万円

制度改正に伴い支給月数の増加に係る給付費の追加

認可保育園等管理費 800万円

幼児教育保育無償化に伴うシステム改修委託料等の追加

教育・保育施設給付費 2,731万円

幼児教育保育無償化に伴う施設等利用給付費等の追加

生活保護事務費 409万円

生活保護システム改修等に係る委託料の追加

平成30年度 市立病院事業決算 　　単位：千円

角館病院 田沢湖病院 合計

医業収益 3,075,760 642,496 3,718,256

医業費用 3,951,757 856,361 4,808,118

医業利益 -875,997 -213,865 -1,089,862

医業外収益 614,828 251,092 865,920

医業外費用 127,908 36,983 164,891

経常利益 -389,077 244 -388,833

特別利益 26,622 0 26,622

特別損失 699,474 0 699,474

純損益 -1,061,929 244 -1,061,685
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主
な
内
容

花葉館施設整備事業費 227万円

温泉棟の受水槽の修繕費用

冬期交通対策費 3億2,791万円

市道等の除排雪費の追加（当初予算　2,982 万円）

辺地対策事業費 3億4,985万円

大瀬蔵野橋整備工事の令和２年度分前倒し事業費

生保内公園施設維持管理費 364万円
遊具及びステージの屋根と壁の撤去費

集落排水事業特別会計補正予算 660万円

桧木内クリーンセンター改築工事における汚泥処理費の追加

新
設
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

質
問　

本
定
例
会
の
補
正
予
算
の
歳
入
に
森
林
環

境
譲
与
税
が
あ
り
、
そ
の
歳
出
は
、
森
林
経
営
制

度
管
理
事
業
費
と
し
て
、
私
有
林
調
査
業
務
委
託

料
と
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
へ
の
積
立
金
を
計
上

し
て
い
る
が
、
概
要
と
新
た
な
基
金
で
あ
る
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
は
何
に
使
用
で
き
る
基
金
な
の

か
。

答
弁　

４
月
１
日
か
ら
、
森
林
環
境
税
及
び
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

地
方
譲
与
税
と
し
て
森
林
環
境
譲
与
税
（
２
，

６
３
９
万
円
）
が
国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

私
有
林
の
所
有
者
が
、
市
へ
管
理
を
委
ね
た
場
合

に
市
が
森
林
環
境
整
備
等
を
行
う
た
め
の
財
源
で

あ
る
。
今
年
度
は
、
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
私
有

林
の
調
査
業
務
を
６
１
４
万
円
で
委
託
し
、
残
り

の
２
，
０
２
５
万
円
は
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
と

し
て
積
み
立
て
る
。
基
金
は
、
手
入
れ
の
行
き
届

い
て
い
な
い
私
有
林
の
人
工
林
を
管
理
し
て
い
く

た
め
の
費
用
に
充
て
る
。

ジ
ビ
エ
振
興
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

質
問　

猟
友
会
で
捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣
の
食

肉
加
工
施
設
建
設
に
補
助
金
を
出
す
と
の
こ

と
だ
が
、
財
源
、
施
設
の
規
模
、
設
備
、
建

設
場
所
を
伺
う
。

答
弁　

財
源
は
、
一
般
財
源
と
生
保
内
財
産

区
特
別
会
計
繰
入
金
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
75
万
円

で
、
合
計
１
５
０
万
円
の
補
助
金
で
あ
る
。

木
造
平
屋
で
延
床
面
積
は
29
．
51
㎡
で
あ
る
。

　

建
築
確
認
を
取
る
の
で
県
に
も
申
請
す

る
。
電
気
、
給
排
水
設
備
も
設
置
す
る
。
建

３
セ
ク
施
設 

今
後
の
あ
り
方
は

質
問　

花
葉
館
の
施
設
修
繕

は
当
初
予
算
で
も
エ
ア
コ
ン

取
り
換
え
で
１
，
７
８
１
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
度

も
定
例
会
の
都
度
、
３
セ
ク
施

設
の
修
繕
等
が
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
た
が
、
い
く
ら
観
光

施
設
、
保
健
施
設
だ
か
ら
と

い
っ
て
全
て
の
修
繕
費
は
出

せ
な
く
な
る
。
そ
の
場
凌
ぎ
で

は
な
く
、
も
っ
と
将
来
を
見
据

え
た
議
論
を
議
会
と
交
わ
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁　

３
セ
ク
施
設
は
年
次

で
整
備
事
業
を
計
画
し
て
い

る
が
、
花
葉
館
は
施
設
規
模
が

大
き
く
、
経
年
劣
化
も
計
画
以

上
に
進
ん
で
お
り
、
修
繕
箇
所

が
次
か
ら
次
と
で
て
き
て
い

る
。
今
後
は
、
人
口
も
ど
ん
ど

ん
減
少
し
て
い
く
の
で
、
身
の

丈
に
合
っ
た
施
設
に
縮
小
し

て
い
く
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、

３
セ
ク
全
体
の
将
来
的
な
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

遊
具
撤
去
後
の
プ
ラ
ン
は

質
問　

老
朽
化
に
よ
り
生
保

内
公
園
の
遊
具
や
屋
外
ス

テ
ー
ジ
の
屋
根
を
撤
去
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
撤
去
後
の
プ

ラ
ン
は
。

答
弁　

危
険
度
の
高
い
遊
具

等
は
随
時
撤
去
し
て
い
る
。
同

じ
場
所
に
ま
た
同
じ
よ
う
な

遊
具
を
設
置
す
る
か
は
、
利
用

状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
検
討

し
て
い
る
。
今
後
の
子
供
た
ち

の
減
少
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

あ
ち
こ
ち
に
設
置
す
る
よ
り

も
集
合
的
な
子
供
の
遊
び
場

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
か
と
考
え
て
い
る
。

適
正
な
工
事
計
画
だ
っ
た
の
か

質
問　

西
木
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
改
築
工
事
に
お
け
る
汚

泥
処
理
費
の
追
加
補
正
だ
が
、

改
築
工
事
を
計
画
す
る
段
階

で
汚
泥
処
理
が
発
生
す
る
こ

と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の

か
。

答
弁　

改
築
工
事
の
計
画
段

階
で
は
、
既
存
の
施
設
に
汚
泥

が
滞
留
し
て
い
る
こ
と
は
設

備
の
構
造
上
、
内
部
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
予
想
も

で
き
な
か
っ
た
状
況
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
経
験

は
次
の
工
事
等
に
活
か
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

　9 月定例会の産業建設常任委員会では主に令和元年度一般会計補正予算や集落排水事業特別会計補正予算
及び　平成 30 年度水道・温泉事業決算を始めとした各決算が審査されました。

冬期交通対策費（市道等の除排雪費）が９月補正予算で増額なる

平成30年度公営企業会計
決算認定の主な質疑

質問　水道事業の赤字要因は何か。
答弁　一般会計からの繰入金の減額と西
木地区簡易水道の統合による経営悪化が
赤字要因である。来年度、水道事業の新
たな基本計画の策定を予定しており、今
後の更新需要、給水人口を考慮して水道
料金を算定する。水道料金の改定により
収支の安定も図っていきたい。

平成30年度特別会計及び公営企業会計
決算認定される                          単位：千円

会計別 事業名 歳入
（収入）

歳出
（支出）

歳入歳出
差引額

収入
未済額

特別会計

下水道事業 752,374 752,197 177 6,921

集落排水事業 457,362 457,292 70 1,144

浄化槽事業 100,121 100,030 91 530

企業会計
温泉事業 69,170 66,526 2,644 8,773

水道事業 508,973 566,665 -57,692 22,928

仙北市議会だより
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昭
和
25
年
に
当
地
に
旗
揚
げ

し
、
再
来
年
に
は
満
70
年
を
迎
え

る
劇
団
わ
ら
び
座
で
、
昭
和
37
年

か
ら
続
い
て
い
る
研
究
生
制
度

に
、
今
年
も
新
た
な
若
者
が
入
門

し
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
親
元
を
離
れ

て
、
劇
団
員
に
な
る
た
め
２
年
間

の
訓
練
に
入
り
ま
す
。

　

講
師
の
方
々
の
も
と
、
歌
や
踊

り
、
演
劇
楽
器
の
演
奏
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
指
導
を
受
け
、卒
業
後
、

採
用
と
な
れ
ば
劇
団
員
と
し
て
の

活
動
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
日
本
、
世
界
に
通
用
す
る
劇

団
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
日

夜
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

４
名
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
４
０

０
名
以
上
の
劇
団
員
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。
当
仙
北
市
で
は
若
者
が

多
く
流
出
し
人
口
減
少
が
激
し
い

中
、
劇
団
わ
ら
び
座
の
お
か
げ
で

い
く
ら
か
で
も
市
民
が
増
加
す
る

こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
出
来
事

で
す
。
今
後
も
劇
団
わ
ら
び
座
の

活
躍
で
、日
本
全
国
、世
界
の
人
々

に
も
、
当
仙
北
市
の
魅
力
な
ど
を

発
信
し
、
研
究
生
と
し
て
よ
り
多

く
の
若
者
が
当
地
に
来
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
今
後
の
わ
ら
び
座

の
更
な
る
発
展
に
期
待
し
ま
す
。

（
小
木
田 

隆 

記
）

　

ｗ
杯
ラ
グ
ビ
ー
が
初

め
て
日
本
で
開
催
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
あ
が
っ
て

い
る
。
ル
ー
ル
が
多
少

わ
か
ら
な
く
て
も
、
選

手
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合

う
迫
力
が
十
分
伝
わ
っ

て
く
る
。
ラ
グ
ビ
ー
の

精
神
は
、「
ワ
ン
フ
ォ
ア
・

オ
ー
ル
」「
オ
ー
ル
フ
ォ

ア
・
ワ
ン
」
で
、
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
と
訳
さ
れ
る
。
試
合

後
は
、「
ノ
ー
サ
イ
ド
」

敵
・
味
方
で
は
な
く
共

に
健
闘
を
た
た
え
合
う

と
い
う
、
英
国
発
祥
の

紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
。

　

私
た
ち
も
、
み
ん
な

の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
、
市
民
一
人
一
人
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
、

議
論
を
終
え
た
後
は
、

ノ
ー
サ
イ
ド
の
精
神
で

政
策
を
進
め
て
い
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

編
集
後
記

■左２人が２年生、右２人が１年生

タ
ブ
レ
ッ
ト
本
格
的
始
動

　

議
員
に
な
っ
て
初
め
て
の
議
会

で
、「
暫
時
休
憩
、
資
料
配
布
し

ま
す
。
進
行
上
、
渡
る
紙
が
多
く

な
る
が
初
議
会
な
の
で
ご
了
解
い

た
だ
き
た
い
。」
と
、
当
時
の
佐

藤
議
長
の
発
言
を
思
い
出
す
。

　

昨
年
12
月
議
会
か
ら
、
議
員
、

議
会
事
務
局
と
議
会
に
参
与
す
る

職
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
貸
与

さ
れ
、
紙
に
よ
る
資
料
と
並
行
で

使
っ
て
き
た
が
、
今
回
９
月
定
例

議
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
み
と
な

り
、
デ
ジ
タ
ル
世
代
に
追
い
付
け

と
意
欲
的
な
同
僚
議
員
を
目
に
し

た
。
議
会
に
関
す
る
す
べ
て
の
事

案
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
搭
載
さ
れ
、

Ａ
４
版
の
画
面
に
議
案
や
予
算

書
、
関
連
す
る
資
料
を
導
き
出
し

画
面
で
同
時
に
見
る
こ
と
の
対
応

に
苦
慮
し
た
り
し
な
が
ら
で
あ
っ

た
が
、「
使
っ
て
慣
れ
ろ
」
と
手

応
え
を
感
じ
た
。
掲
載
さ
れ
た
内

容
に
よ
く
目
を
通
し
、
関
連
性
の

あ
る
事
案
、予
算
等
を
拾
い
出
し
、

議
論
を
深
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
事
前
の
準
備
が
必
要
と

思
っ
た
。
便
利
な
機
器
を
操
作
す

る
の
は
人
間
で
あ
り
、
発
展
さ
せ

て
い
く
の
も
人
間
で
あ
る
。

　

メ
モ
を
取
り
、
自
ら
整
理
し
記

憶
の
中
に
留
め
置
き
、
見
落
と
し

の
な
い
よ
う
に
と
緊
張
し
た
が
、

特
に
、
９
月
定
例
議
会
は
、
決
算

関
連
資
料
が
多
く
分
厚
い
資
料
持

参
が
常
だ
っ
た
が
、
今
回
は
あ
り

が
た
か
っ
た
。

（
平
岡 

裕
子 
記
）

控
室

令
和
元
年
9
月
議
会

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

◎
人
権
擁
護
委
員

黒
澤
　
福
子
（
65
歳
）

角
館
町
山
谷
川
崎
黒
沢
１
４
９
番
地

千
葉
　
悟
見
（
65
歳
）

角
館
町
薗
田
新
田
86
番
地

田
口
　
陽
三
（
66
歳
）

田
沢
湖
生
保
内
字
黒
沢
１
９
７
番
地

い
き
い
き
広
場

わ
ら
び
座
研
究
生
の
皆
さ
ん


